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CASEの特長

• コンピテンシーと学術基準（カリキュラム標準）文書を電子的

（機械可読性のある形式）に表現

• 上記に関連したルーブリック（評価基準）を表現

• システム連携可能なAPI等の定義

CASE
Competencies and Academic Standards 

Exchange
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システム連携可能なAPI

問い合わせ

応答

CASE Service Provider

CASE Service Consumer

LMS・校務システム
教材管理システム

各種教育情報システム

REST/JSON

学習指導要領
ルーブリック

CASEはWebサービスとして実装される
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概要

オープンソースによるCASE実装であるOpenSALTに、学習

指導要領（の一部）を投入してみました。
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注意（制約事項）

• 投入したのは、学習指導要領（の一部）

• ステートメントの階層構造のみサポートされている（入れてみた）

– 学習指導要領コード、あるいは更新日付その他のメタデータ（CASE規格上のAttribute)などは、十分

に検討しておりませんので、適切な入れ方ではない可能性が高いです。

• 実験環境につき、稼働等が保証できませんのでご注意ください。
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REST API

• GETメソッドによるリクエストに対してJSONのレスポンスが得られる。

• ブラウザでアクセスして結果（JSON）を得ることが可能。

• APIドキュメント

– https://opensalt.net/api/doc

– http://www.imsglobal.org/spec/case/v1p0/openapi#/

今回構築したOpenSALTに対するアクセスの例

（配布資料につき削除）

https://opensalt.net/api/doc
http://www.imsglobal.org/spec/case/v1p0/openapi#/
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学習指導要領コード
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データの標準化（文部科学省）

教育ビックデータを効果的に活用していくためには、収集するデータの
種類や単位（以下「データの意味」という。）がサービス提供者や使用
者ごとに異なるのではなく、相互に交換、蓄積、分析が可能となるよう
に収集するデータの意味を揃えることが必要不可欠な条件です。

文部科学省広報 No.239 2019年7月号 pp4-5
特集1新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）について

文部科学省 教育データ標準
「学習指導要領コード」が第1版として公開（10月16日）



学習指導要領コードについて（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/data_00001.h
tm



学習指導要領コードについて（文部科学省）
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/data_00001.h
tm
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関連性の記述



基準文書の項目

12

CASE仕様：項目間の関連性の記述

語句 定義

exactMatchOf 等価である

exemplar 例示（ベストプラクティス）である

hasSkillLevel あるスキルレベルを示している

isChildOf 子である

isPartOf 部分である

isPeerOf ピアである

isRelatedTo 関連がある（関連性の定義がうまくできないときに利用される）

precedes 時間的・順序的に、先行している

replacedBy 置き換えられた

CFAssociationType

CFItem

基準文書の項目

CFItem

関連性

CFAssosiation
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関係性記述の取得

OpenSALTのAssosiation View

REST API
CFItemAssociations

（配布資料につき削除）
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学習指導要領 新旧対照表
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学習指導要領 解説
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日本IMS協会 CASE研究会の活動

• CASE仕様およびユースケースに関する調査等

– 日本のカリキュラム標準等の実態に適合したユースケース

• 現行学習指導要領のCASE化

• （CASEにおけるJapan Profileの検討）

– 学習指導要領コードの利用
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CASEリソース
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• CASE仕様文書

– https://www.imsglobal.org/activity/case

– Specification Documentを参照

• CASE Network

– IMSが提供する米国各州その他のCASEフォーマット

– https://www.imsglobal.org/casenetwork

– https://casenetwork.imsglobal.org/cfdoc/

https://www.imsglobal.org/activity/case
https://www.imsglobal.org/casenetwork
https://casenetwork.imsglobal.org/cfdoc/
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• OpenSALT

– 自由に入手可能なCASE処理系（オーサリング含む）

– https://sites.google.com/view/opensalt/home

– https://github.com/opensalt/opensalt

https://sites.google.com/view/opensalt/home
https://github.com/opensalt/opensalt

